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１．はじめに 

本物流施設の計画地は、林地開発工事が行われ、進入

路が東面 1 ヶ所、南面は 3m の法面、北側は河川があり

6m の擁壁、西面方向に 350m の奥行きがある。俗にいう

ウナギの寝床のような施工難度の高い立地条件である。 

そこで、物流施設の仮設計画、躯体工事の省力化工法、

作業間ミーティングの効率化について、これまで当社で

施工した物流施設の施工事例をもとに改善案を取り入れ、

当作業所で取り組んだ事例について報告する。 

 

２．工事概要 

工事名称：(仮称)狭山日高 IC 開発計画新築工事 

工  期：2019 年 2 月 1 日～2020 年 6 月 30 日 

施工場所：埼玉県飯能市大字芦苅場久保 12 番 1 他 33 筆 

建物名称：ロジスクエア狭山日高 

発 注 者：株式会社シーアールイー 

設計・監理：株式会社錢高組一級建築士事務所 

建物用途：倉庫業を営む倉庫 

構  造：柱 RC（一部 PCａ 41%）・梁 S 造 

規  模：地上 5 階 

敷地面積：36,815.37 ㎡ 建築面積：24,257.75 ㎡ 

延床面積：84,132.04 ㎡ 最高高さ：34.76ｍ 

1 階床高さ：GL+1.27ｍ   基準階高さ：7.25ｍ 

 

竣工時写真を写真－1、2 に示す。 

 

 

 

 

 

写真－1 北東面外観 

 

写真－2 南東側俯瞰 

 

 

 

本物流施設の計画地は、俗にいうウナギの寝床のような立地条件（進入路が東面 1 ヶ所、

南面は 3m の法面、北側は河川があり 6m の擁壁、西面方向に 350m の奥行き）である。本報

では、このような施工難度の高い条件下で取り組んだ仮設計画、躯体工事の省力化工法、作

業者間ミーティングの効率化事例について報告する。 

 

*1 Seiken YAMASAKI 東京支社建築支店建築部 作業所長 

*2 Kazuki KUMATA 東京支社建築支店建築部 
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4.2 地中梁配筋の省力化 

地中梁配筋の省力化工法として、ジャバラユニット工

法を採用し、費用対効果について在来工法、地組工法と

比較検討した。敷地条件に応じて工区分けした各工法の

適用位置を図－2 に示す。 

 

図－2 各工法の工区分け 

（1）在来工法 

ヤードの確保が困難な南側では在来工法とジャバラユ

ニット工法を採用した。在来工法は従来通り、配筋架台

を配置し、現地に鉄筋を間配り、組み立てる工法となっ

ている。 

（2）地組工法 

比較的ヤードの確保が容易な北面では地組工法を採用

した。地組工法では、現場で地組用のヤードを確保し、

組み立てる（写真－5）。組み上がった鉄筋はストックす

るヤードに移動させ次の鉄筋を配筋する流れになる。地

組完了した梁は重量が約 3t 程度あり、大型のクレーンを

使用する計画が必要になる。 

 
写真－5 地組状況 

（3）ジャバラユニット工法 

ジャバラユニット工法（図－3）では、加工場で基礎梁

の配筋を行い、運搬搬入する。スターラップの四隅の結

束にゴム付きの特殊な結束線を使用することで折りたた

むことが可能になっている。たたんだ状態で重ね、現場

に運搬、仮置きヤードで、クレーン等で建て起しを行い、

倒れ止めの筋交い等の配筋を行う（写真－6）。組み立て

た鉄筋は加工場でストックし、セットする分の鉄筋だけ

を搬入することができるので、現場のヤードが少ない工

区で採用した。 

 

図－3 ジャバラユニット工法概要 

 

写真－6 ジャバラユニット工法施工状況 

（4）ジャバラユニット工法と在来工法との比較 

ジャバラユニット工法と在来工法等との比較を表－1

に示す。在来工法は特に縛られる採用条件が無く、様々

な条件で採用できるが、現地の掘削床付面での足元が不

安定な場所での作業が多くなる。作業効率が悪いため就

業労働者数も多くなり安全面のリスクは高くなる。地組

工法は、地組ヤードとストックヤード、常時使用できる

大型クレーンが必要となる。一方、足元が整備されたヤ

ードで組立を行うので、足元が不安定な場所での作業が

少なくなるため安全面のリスクは比較的低くなる。ジャ

バラユニット工法は、地組ヤードとストックヤードは現

場外の工場加工になるので必要ない。組立と保管は工場

で行い、必要分のみ運搬搬入し、建起しを行いセットす

る。現場に地組工法の様なヤードは必要ない。トータル

的な労務で考えると一度畳んで、運搬するので多くなる

が、現場での労務は削減されるので安全性は高いと評価

できる。現場労務費は 60%程度削減可能であった。 

表－1 ジャバラユニット工法と在来工法の比較 

 

②地組工法(A 社) ②地組工法 

(C 社) 

①在来工法(B 社) ③

 

(D 社) 

①在来工法 

(A 社) 

３．総合仮設計画 

総合仮設計画図を図－1 に示す。敷地条件は、進入路

が東面のみで南面は 3m の法面、北側は河川があり 6m の

擁壁、西面方向に 350m の奥行きである。 

仮設計画は、作業動線と搬入ルートを確保するために、

南側法面に 3m 幅の作業用通路を仮設し、南西部に作業構

台を設置した。南面の通路を確保することで、最も作業

量の少ない南面の敷地外の借地に仮設事務所を設置でき

た。クレーンの配置は、鉄骨工事、PCa 柱工事を優先し

計画した。最もスペースが確保できる北面には 350ｔク

ローラークレーンを配置し、作業半径 40m での PCa 柱

（19.3t）の施工を可能とした。それでも届かない Y1-5

通りについては、Y3-4 間に 120t クローラークレーンを

配置し、走行路を後施工とした。この計画で Y1-5 間の鉄

骨工事は可能となった。しかし、PCa 柱の場合は、クレ

ーンの能力が足りず、搬入ルートも確保できないため、

Y1-5 間の柱は現場打ちとした。外部足場は、外壁の耐火

断熱パネルの施工を考慮し、高所作業車を設置できない

東、西、南面については全面に足場を仮設し、高所作業

車での作業が可能な北面では無足場工法を採用した。 

施工順序は、東面が搬入口となることから、最も遠い

西面から順に躯体工事を進める計画とした。 

 

４．基礎工事の省力化 

4.1 土工事、杭工事の省力化 

 基礎・地中梁の掘削に ICT 建機（油圧ショベル）を用

いた。掘削状況を写真－3、4 に示す。ICT 建機は、平面

設計データ（CAD）を取込むことで、画面上で自機と図面

を照らし合わせてバケットやブレードの位置を確認しな

がら掘削ができ、基準高さと掘削深さを設定することで

掘削深さの制限をかけて掘削ができる。長所は、①墨出

しが不要、②掘削時の合番作業員が不要、③合番作業員

がいないので安全性が向上、④掘削進捗状況のリアルタ

イム管理が可能等である。現場労務費は 20%程度削減可

能であった。また、杭工事では残土量と掘削土量をドロ

ーンを用いて実測し、残土量をリアルタイムで把握した。 

 

写真－3 ICT 建機の掘削状況 

 

写真－4 ICT 建機の掘削状況 

 

 

 

X1   X4      X7    X10    X13    X16     X19     X22   X25 

Y5 

 

 

Y1 

 

 

Y9 

 

 

図－1 総合仮設計画図 
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4.3 スラブ配筋の省力化 

（1）ロールマット工法 

スラブ配筋の省力化工法として、ロールマット工法を

採用した。ロールマット工法は、鉄筋をロールマットの

加工場へ納品し加工を行う。専用の加工機で、番線を使

用して配筋間隔で自動結束していくことで、すだれ状の

鉄筋マットが組み上がる（写真－7）。組み上がったロー

ルマットを現場に運搬し、所定の位置にセットする。筒

状に加工してあるのでワイヤーで絞ったりするとつぶれ

てしまう可能性があるので、専用の治具で荷降ろしセッ

トする（写真－8）。このロールを転がし、広げることで

配筋が完了する（写真－9）。なお、広げた後でも位置調

整は可能となっている。当作業所では配力方向・主筋方

向の上筋に採用した。 

 

写真－7 工場での加工状況 

 

写真－8 専用治具による荷下ろし状況 

 

写真－9 ロールマット配筋状況 

（2）ロールマット工法と在来工法の比較 

ロールマット工法と在来工法等との比較を表－2 に示

す。ロールマット工法を適用する際は、材料の荷下ろし

と、間配りセットに揚重機が必要となる。専用の治具自

体も 1t 程度あるので揚重機計画で検討が必要である。ま

た、納期が約 2 週間程度（繁忙期になると 1 ヶ月から 1.5

ヶ月かかることもある）かかるので確認が必要となる。

セット自体は 3～4 人で施工できるので現場労務は少な

くなる。ただし、ロールマットが直物の鉄筋しか加工で

きないので段差スラブなどの曲げ加工した鉄筋を使用す

る箇所には使用できない。また、下筋の配筋には、定着

を確保するために梁筋内へのみこませないといけないの

で不向きである。現場労務の削減ができるので在来工法

と比較するとより安全に、工程短縮も図れる。コストに

ついては、一度鉄筋材料をロールマット専門の工場へ納

品し加工するコストと、加工した鉄筋はつぶれない 

程度までしか積み重ねられないので、運搬コストが上が

る。今回、当現場の導入に当たっては業者側からの提案

だったため、在来工法と同コストで発注することができ

た。現場労務費は 75%程度削減可能であった。 

表－2 ロールマット工法と在来工法との比較表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．PCa 化による省力化 

現場労務の削減と工期短縮のため、各所で PCa 部材を

採用した。PCa 化により清掃費を 80%程度削減可能であっ

た。 

5.1 柱の PCa 化 

柱を PCa 化した範囲を図－4 に示す。柱の PCa 化にあ

たっては、下記の点に留意した。 

（1）PCa 柱の位置調整、建入れ調整 

（2）基礎および PCa 柱頭部の主筋保持 

（3）PCa 柱のグラウト管理 

（1）PCa 柱の位置調整、建入れ調整 

PCa 柱の位置調整に調整治具(ピタカイ)、建入れ調整

にスラブに打ち込んだ調整ボルトを採用した（図－5、写

真－10）。なお、PCa 柱のスラブの調整ボルトを受ける位

置には鉄板を仕込み、レベル調整時のずれを無くすよう

にした（写真－11）。 

 

 

図－5 調整治具(ピタカイ) 

 

  

写真－10 スラブの調整ボルト 

 

 

写真-11 PCa 柱の位置調整状況 

（2）基礎および PCa 柱頭部の主筋保持 

基礎部分の柱建入れ精度の確保に向けて、基礎および

PCa 柱頭部の主筋保持方法を検討した。基礎内の柱筋下

端はフック形状でなく、直筋だったため、基礎内に柱筋

保持用のプレートを設置し柱脚部の保持を行った（写真

－12）。柱頭部にも柱筋保持用のプレートを設置し、墨出

工相番の元、位置を確認しながらコンクリートを打設し、

位置精度の確保に努めた（写真－13）。 

 

写真－12 基礎内柱脚部の保持用プレート 

 

写真－13 柱頭部の保持用プレート 

（3）PCa 柱のグラウト管理 

 PCa 柱の継手部分は、PCa 用モルタル充填式鉄筋継手工

法を採用した。柱プレキャスト部材の接合部（目地）お

よび機械式継手部に高強度無収縮モルタルを注入・充填

させ、一体化する工法である。施工は、本継手工法の技

術講習を受けた者が行う（図－6）。 

 

図－6 PCa 用モルタル充填式継手工法概要 

（ポストⅡ方式） 

図－4 柱の PCa 化範囲 
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4.3 スラブ配筋の省力化 

（1）ロールマット工法 
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鉄筋マットが組み上がる（写真－7）。組み上がったロー

ルマットを現場に運搬し、所定の位置にセットする。筒

状に加工してあるのでワイヤーで絞ったりするとつぶれ

てしまう可能性があるので、専用の治具で荷降ろしセッ

トする（写真－8）。このロールを転がし、広げることで

配筋が完了する（写真－9）。なお、広げた後でも位置調

整は可能となっている。当作業所では配力方向・主筋方

向の上筋に採用した。 

 

写真－7 工場での加工状況 

 

写真－8 専用治具による荷下ろし状況 

 

写真－9 ロールマット配筋状況 
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5.2 落下防止壁の PCa 化 

 車路・スロープ・ランプ棟については落下防止壁を PCa

化し省力化した。当現場では、2 種類の方法で施工した。 

 車路の落下防止壁については、スラブ打設前に PCa 壁

をサポートを使用して設置（写真－14）し、スラブ打設

後に設計基準強度を確認したのち、サポートを解体する

手順とした。サポートを受ける部分には予め鉄骨にアン

グルを仕込み、サポートを撤去したのちにアングルも切

断、撤去することとした。車路の工法のメリットとして

は 2 度に打ち分けないため施工が早くなるという点であ

り、デメリットはスラブ打設後にサポートを受けるアン

グル部分の補修が発生する。車路部分は後工程が多く、

アングル後の補修も容易だったため採用した。 

 

写真－14  PCa 壁のセット状況 

 スロープ・ランプ棟については PCa 壁をスラブ打設前

にワイヤーとレバーブロックを用いてセットし、スラブ

の下半分を打設した。打設後、スラブの下半分のコンク

リート強度を確認し、設計基準強度を満足したことを確

認したのち、ワイヤーとレバーブロックを撤去、スラブ

上部の打設を行った。この際、スラブの水平打ち継ぎを

補強するために水平打継補強用シアーコネクターを配筋

した（図－7）。スロープ・ランプ棟の工法のメリットは

2 層目のスラブ打設後の補修が発生しない点であり、デ

メリットは強度が発現した後でないと 2 層目のスラブが

打設できないので工期が長くなる点である。スロープ・

ランプ棟は床の仕上げが刷毛引きであり、補修が困難で、

後工程もほとんどなかったため採用できた（写真－15）。 

 
図－7 水平打継補強用シアーコネクター要領 

 

 

写真－15 スラブ 1 層目打設後 

5.3 腰壁躯体の PCa 化 

 倉庫エリアの区画間仕切り ALC 用の腰壁躯体を PCa 化

した。PCa 化することにより、配筋、型枠建て込み、コ

ンクリート打設、型枠解体という工程がなくなり、省力

化につながった。更に、打設時の配管、残コンの片づけ

の手間の削減、差し筋を無くすことでの安全性の向上と

作業動線の確保が容易になるというメリットもある。施

工は、スラブにケミカルアンカーで鉄筋を打設し、フォ

ークリフトを使用して PCa 腰壁をセット、グラウトにて

固定した（写真－16）。 

 

 

写真－16 腰壁躯体（立上り）PCa の施工状況 

 

６．移動式足場による省力化 

6.1 車路天井施工用ジャンボステージ 

 1 階、2 階の車路は、高さ約 5.5ｍ、幅約 12ｍ、長さ約

250ｍと、約 6000 ㎡になり、天井工事も同様の施工面積

となる。高所作業車での施工では範囲が広く、施工性が

悪いため、写真－17 に示すレール式の大型移動式足場

（ジャンボステージ）を下地組用、ボード貼用として各

階 2 基設置し足場コストの削減と仕上げ工程を短縮した。 

 

 

写真－17 移動式ジャンボステージ 

6.2 外壁施工用折板屋根上レール式移動足場 

5 階北面の外壁パネル取付工事は、4 階折板屋根上からの

取付となるため作業用足場が必要である。施工延長が

260m になるため、外部足場の省力化を検討した。レール

軌道による移動式足場を設置することにより、足場の改

善を行った。 

 移動式足場は、図－8 のように中央にＴ字型になるよ

うに台車を設置した（写真－18）。この台車は、屋上の空

調室外機、ウッドデッキ、消防ヘリホバリングスペース、

外壁パネル、軒樋、窓ガラス等の材料・機械の搬入運搬

に効力を発揮した。また、レールには耐荷重を検討の上、

50×50mm のＬ型アングルを使用し、折板屋根用のハゼ金

具にて固定した（写真－19）。 

 

図－8 移動式足場の構想 

 

写真－18 レール式移動足場 

 

写真－19 レール式移動足場レール拡大 

 

７．作業者間ミーティングの効率化 

作業打ち合わせやミーティング日誌などの作成効率化

を図るため、Web 方式の現場管理用システムを導入した

（図－9）。このシステムは協力業者の職長がスマホで翌

日以降の作業内容や搬出入、揚重の予定を入力すること

で、ミーティング日誌や搬入や揚重の予定表に内容が反

映される。打合せ以前に予定等が入力されるので、打合

せ時間や日誌の記載等の時間を削減することができる。

また、入力内容をインターネット経由で見ることができ

るので、職長や社員がスマホ等からいつでもどこからで

も作業内容や搬入・揚重の予定を確認できる。 

 

トロッコ台

 

図－9 現場管理システムの仕様画面 
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８．おわりに 

建設業界は人手不足の問題を抱えており、省力化工法

の採用は、工事においても、事務所における書類作成に

おいても必要となる。これまで当社では多くの大型物流

施設を施工しており、当作業所では、それらの施工事例

を元にそこから改善を行い、何か新しい事に取り組むこ

とを心掛けてきた。今回の工事も、無事に竣工、引き渡

しを完了させることができた。本報告が今後の大型物流

施設の施工計画検討の際の資料として、全社的な技術の

共有に役立つことができれば幸いである。 
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